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資金計算書の淵源
―― Kennet & Avon運河による１８１２年から１８１７年までの会計報告 ――

溝 上 達 也

１．問 題 の 所 在

筆者は，溝上（２００７）において，会計学的見地から Kennet & Avon運河を

取り上げる際に検討するべき課題として，以下の三つを指摘した。一つ目は，

運河会社会計において公表された資本勘定の意義である。多額の資金を必要と

し，建設に長い期間を必要とする運河会社においては，資本の調達と運用を示

す資本勘定が公表された。運河建設時の会計報告を検討することにより，いわ

ば株式会社会計の原点ともいえる資本勘定の生成過程および意義を明らかにす

ることが第一の課題である。二つ目は，運河会社における損益計算の意義であ

る。運河の開通により営業が開始されたことに伴い，利益計算を行うことが必

要となった。運河開通後の会計報告を検討することにより，運河会社における

損益計算の特徴を明らかにすることが第二の課題である。三つ目は，運河会社

の会計報告と後の資金計算書との関係である。資金計算書の源流は英国鉄道会

社において採用された複会計制度１）にあると言われており，複会計制度は運河

会社の会計システムが発展したものとされる。運河会社の会計報告が後の複会

計制度にいかなる影響を与えたのかを明らかにすることが第三の課題である。

溝上（２００７）では，運河建設時における Kennet & Avon運河の会計報告書

について検討した。特に運河会社の会計報告を特徴づける資本勘定について，

その内容および生成過程について明らかにした。本稿では，運河開通後の会計

報告を分析することにより，残る二つの課題に取り組むことにする。



本稿における一つ目の課題は，Kennet & Avon運河における損益計算書の生

成過程とその特徴を明らかにすることである。Kennet & Avon運河では，１７９６

年に最初の計算書が公表され，以後，いくつかの形式の異なる計算書が開示さ

れた。試行錯誤の末，１８０５年から運河が開通するまでの間は，統一された様

式の計算書が定着することになった。１８１２年以降，Kennet & Avon運河の会

計報告は新たな段階に入る。運河が開通したことから，資金の調達と運用をあ

らわす資金勘定の開示だけでは十分であるとはいえなくなり，損益計算の必要

が生じた。１８１２年から１８１６年までにいくつかの形式の異なる計算書が公表さ

れ，１８１７年以降は統一した形式の計算書が定着した。これは，企業が損益計

算書を含む会計報告の体系を構築する過程であると考えられる。本稿では，こ

の間の会計報告を取り上げて，Kennet & Avon運河における損益計算の構造と

会計報告の体系に焦点を当て，分析を行う。

本稿における二つ目の課題は，後の複会計制度に�がると言われる会計報告

について検討することである。英国において伝統的に用いられていた会計制度

として複会計制度があり，資金計算書の原型をこれに求める議論が多く展開さ

れている。例えば，黒澤（１９５７）は，複会計制度の理論が資金会計の特徴をそ

なえていることを指摘した上で，英国の複会計制度の成立を，�１５世紀にお

ける複式簿記の成立，�１７世紀における貸借対照表制度の成立，�２０世紀に

おける会計原則の統一と並んで，企業会計の制度史の上において時期を画する

四つの業績の一つとして評価している。

複会計制度は１８６８年の鉄道規制法によって制度化された財務報告体系であ

る。現代会計において貸借対照表に収容される資産・負債・資本が二つの計算

書に分かれて報告されるという特徴を有する。資本・固定負債・固定資産の各

項目については資本勘定において明細が示され，流動資産・流動負債の各項目

は General Balance Sheet２）に掲載される。固定項目と流動項目とを区別するこ

とが，後の，運転資本資金概念に�がったと考えられ，複会計制度が資金計算

書の淵源であると言われる。資本勘定と General Balance Sheetの特徴を有する
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計算書が英国鉄道会社において初めて採用されたのは，１８３８年の London and

Birmingham鉄道の財務諸表であり，３）鉄道会社においてこのような財務諸表が

公表されるようになったのは，運河会社の会計実務を参考にした結果であると

言われている。したがって，運河会社の会計実務を検討することは，資金概念

および資金計算書のルーツを探る上で必要不可欠であると考えられる。Edwards

（１９８５）によると，鉄道会社が採用する以前に，複会計制度における特徴的な

計算書の一つである General Balance Sheetに類似した計算書を公表した運河会

社の一つに Kennet & Avon運河がある。Edwards（１９８５）による General Balance

Sheetに類似した計算書とは，１８１７年以降に公表されている“General Account”

を指すものと思われる。本稿では，資金計算書の基となる会計実務がいかにし

て生成されたのかを検討するとともに“General Account”の特徴を明らかにす

る。

次節より，Kennet & Avon運河の会計報告を取り上げ，その内容を精査する

ことにより，上述の二つの課題に取り組むことにする。

２．Kennet & Avon 運河の概要と１８１１年までの会計報告

Kennet & Avon運河は，Bathと Newburyを結ぶ運河であり，１７９２年に建設

が計画された。４）１７９４年の個別法獲得により建設が開始され，１８１０年に運河は

開通した。Kennet & Avon運河は，運河に対する投機熱が高まったいわゆる「運

河マニア」期に建設が企画された。実際に建設が進められると，同時期に建設

された他の運河会社と同様に，当初の調達額では建設資金が足りなくなり，５）追

加の出資を募ることになった。６）経営者に対する不信が増幅する中で追加出資を

募るため，すでに調達した資金の使途を示す必要が生じ，結果として会計報告

が整備されることになった。

建設時における Kennet & Avon運河の会計報告書を概観すると，１７９６年か

ら１８０２年までは，さまざまな様式の報告書が不定期に公表されている。７）１８０３

年以降は，毎年会計報告書が公表されている。１８０３年の報告書では，設立時
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STATEMENT. No.１.
ACCOUNT of RECEIPTS and EXPENDITURE on the KENNET and AVON CANAL, to November３０th,１８０４.

Dr. £. s. d.
To Canal Adventure, first Subscription

４２０，０００ ０ ０
Deficiency on this Subscription, by Shares
not paid up, being forfeited

１０，３０１ １９ ０ ４０９，４９８ １ ０
Profit on５１６ Shares forfeited, which had
paid ４，８７６ ０ ０
９Calls of５ per Cent, each on３０００ new
Shares, being４５l, per Share, which, by the
Agreement with the Treasurers, they are
debited with １３５，０００ ０ ０
Tonnage received on Eastern District １，２０９ １７ １０
Tonnage on Western District ４，５３４ １ ２
Income received on Bath River Shares ２，０９２ １０ ９
Due to sundry Contractors １６２ ０ ２

５７７，３７２ １０ １１

Cr. £. s. d.
By establishing Brick-Yards, Making and
Purchase of Bricks, building Locks,
Bridges, Aqueducts, Culverts, and other
Masonry, Cost of stone, Pozzolano, &c. １１９，４６１ ７ ３
Cost of Land and other Property ４６，７３１ ２ ７
Cost of Bath River Shares １５，５４８ ２ ０
Engineers, Surveyors, Clerks, Agents, Law
Charges, Acts of Parliament, &c. ３２，６９６ １６ １１
Earth Work, (as Digging, Banking, &c.) １２２，４３９ １５ ５
Boats, Timber, Plank, Carpenters’ Work,
Materials ２２，４０８ ２ ７
Committee Expences, Commissioners’
Meetings, &c. ６，６３８ １６ ７
Printing and Stationary １，３３７ １９ ６
Interest paid Proprietors ６１，４８７ ８ １１
Incidentals ２，５２８ １８ ２
Steam and Horse Engines １，５２１ １１ ４
Damage paid to Land-Owners, Repairing
Slips, &c. ９，３３０ １６ ５
Wharfs, Warehouses, &c. ２，８２６ ７ ８
Repairs ４，５７３ ４ ２
Locks at Bath １８，６０７ １ １
Lock−Keepers and Wharf Wages １，０４６ ４ ６

４６９，１８３ １５ １
NEW WORKS

Rail Road ８，２８１ ０ １
Purchase of Land １９，６７４ ７ １１
Boats, Timber, Craft, &c. １，３７４ ７ １１
Surveyors, Engineers, &c. ２，３５４ ７ ３
Damages １６２ ３ １
Printing and Stationary ４５ １８ ７
Earth Work,（as Digging,
Banking, &c.） ３１，２１２ １０ ６
Locks at Devizes ５，２５１ １６ ３
Bridges, Culverts, &c. １１，４７７ １０ ９
Steam Engine ８３５ ０ ０
Interest Account ２２ １０ ５
Committee Expences ３１ ７ ５
Fencing ３７９ ４ １１
Horses, Waggons, &c. ２９９ ７ ２
Lime-Kiln ５６ １５ ４ ８１，４５９ ７ ７

５５０，６４３ ２ ８
By Balance, being
Cash in the Hands of
Eastern District Clerks １００ ８ １
Ditto Middle Dift. Clerk ３１ ２ １１
Ditto Western ditto ６７ １３ ７
Ditto HARFORDS & Co.
including Calls not paid ６，４３９ ５ ４
Ditto JOHN WARD ９０ １８ ４ ６，７２９ ８ ３

５７７，３７２ １０ １１

（図表１）１８０４年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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からのすべての収支が示されている。図表１に示した１８０４年の報告書では，

設立時からのすべての収支をあらわす計算書（Statement. No.１）に加えて，運

河建築に必要な金額と新株の発行による資金調達予定額とを対照表示させるこ

とにより資金の不足額をあらわす計算書（Statement. No.２）が公表された。８）

１８０５年から１８１１年までの報告書は前年の資産負債残高に当該年度の収支を

加減し，期末の資産負債をあらわす形式のものとなっている。図表２に示した

１８１１年の報告書では，まず貸方の冒頭に，前年度から繰り越された負債と資

産が示され，差額として負債の残高が計算されている。続いて，既存事業に対

する投資の明細，新規事業に対する投資の明細，既存・新規の事業に共通して

発生する費用の金額が示される。借方には，資金の調達額および営業による収

入の明細が示され，貸借の差額として，期末の負債残高が借方末尾に示されて

いる。

本節では，建設時における Kennet & Avon運河の会計報告を概観した。不

足する建設費を，追加の出資を募ることによって賄う必要があったので，既に

調達した資本の会計責任を果たす必要があった。そのため，過去の収支をすべ

て示すことにより，資本の調達と運用を明らかにする計算書が整備された。運

河は１８１０年に開通し，本格的な営業を開始することになった。次節では，１８１２

年から１８１６年の報告書を検討することにより，運河会社における損益計算書

の生成過程を見ていくことにする。

STATEMENT. No.２.

１８０４
Nov.３０

Dr. £. s. d.
Sum wanting to complete the
Canal on the Middle District, as
per Estimates １１２，８１６ １４ ５
Ditto in the Western District ５，１４１ １３ ３
Ditto in the Eastern District １，５５０ １３ ７

２１９，５０９ １ ３
Supervisal, Engineers, Surveyors,
Clerks, Agents, Law Charges,
Committee Expences, &c.１０per
Cent. ２１，９５０ １８ ０

２４１，４５９ １９ ３

１８０４
Nov.３０

Cr. £. s. d.
By Balance, per Statement, No.１. ６，７２９ ８ ３
By Three Calls of５l. Per Share
on３，０００new Shares ４５，０００ ０ ０

５１，７２９ ８ ３
Balance １８９，７３０ １１ ０

２４１，４５９ １９ ３
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ACCOUNT of RECEIPTS and EXPENDITURE on the KENNET and AVON CANAL,
from May３０,１８１０, to May３０,１８１１.

Dr.
£. s. d.

To received for Materials sold viz. Boats,
Timber, Tramplates, &c. &c. ４，５８７ ８ ７
The １０th Call of 10l. Per Cent on the
Subscription of２７，５４０l. ２，７５４
Three Calls on the last ４０００Shares at
１６０００l. Each ４８，０００

One Year’s Income on Bath River Shares ７８２

Tonnage on Eastern District ２，３８８ ８ ６

Ditto on Western and Middle Ditto ９，５９９ １１ ２

To Balance due to Treasurers and Others １３，７４５ １７ ８

８１，８５７ ５ １１

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By Balance due to
Treasurers and
Others as per last
Report ２６，９６８ ８ ８
Deduct Balance due
from Sundries as
per Ditto ３５９ １４ １１ ２６，６０８ １３ ９

Land ５ １７ ５

Earth Work ２２３ ５ １１

Boats, Timber, &c. ４２ ８ ９

Damages ２０９ ６ ７

Alterations,
Additions and
Improvements, on
the Eastern and
Western Lines in
which are included
Repairs １１，３８３ ６ ６

Rent １７６ １０ １１

Mill at Claverton １，２０５ ５ ７

House at Bradford ３９３ １６ ３
Wharfs,
Warehouses, &c. １２９ １７ ３
Lock Keepers &
Wharf Wages ８５６ ７ １０ １４，６２６ ３

NEW WORKS
Land ４４５ ８ ７

Damages ５６９ １９ １０

Locks at Devizes ２６，８５７ ５
Bridges, Culverts,
&c. ２，７３８ １３ １
Steam and Mortar
Engine １，１７４ １ ３

Fencing １，１７１ ８
Horses, Waggons,
&c. ９５ １５ １０

Stamps ４０ ８ ７

Tunnel ２５５ ８ １１ ３３，３４８ １ ９
Interest to Bankers
and Optional Notes １，０２８ ４ ７

Engineers,
Surveyors, Agents,
Committee
Expences, Law
Charges, Printing,
Stationary,
Incidentals, Rent of
Offices, &c. ２，８１２ １６

Timber ３，４３３ ６ １０

８１，８５７ ５ １１

（図表２）１８１１年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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３．Kennet & Avon 運河における損益計算書

前節では，Kennet & Avon運河における設立から１８１１年までの会計報告を

概観した。運河は１８１０年に開通しており，１８１１年の報告書では，通行料収入

が計上されている。しかし，この段階では，収益と費用とを対比する形での利

益計算は行われていない。本節では，１８１２年から１８１６年の報告書を検討する

ことにより，損益計算書がどのように整備されていったかを見ていくことにす

る。

１８１２年には，図表３の“Receipt and Expenditure on the Kennet and Avon

Canal, from its commencement to May２９,１８１２”と名付けられた報告書が公表

されている。借方の冒頭には，出資者からの資金調達額が示されている。続い

て，通行料収入と配当金の受取額が示され，ここで小計が計算されている。最

後に負債の金額が示され合計が計算されている。貸方は大きく三つに区分され

ている。一つ目の区分には，運河建設に要した金額が項目別に示されている。

二つ目の区分には，株式取得の金額等，Avon川の取得と整備に要した金額が

示されている。三つ目の区分には，手許現金や貸付金等の資産が項目別に表示

されている。

先述のとおり，１８０５年から１８１１年までは前年の資産負債残高に当該年度の

収支を加減し，期末の資産負債残高を示す形式が採られていた。これに対し

て，１８１２年の報告書では，設立当初からの資本の調達と運用すべてをあらわ

した上で，期末における資産・負債の金額が示されている。１８１２年の報告書

において，設立当初からのすべての収支が改めて示されたのは，運河の開通を

受けて，もう一度資本の調達と運用について全額を示す必要があったからであ

ると考えられる。

図表４に示したように，１８１３年の報告書は，“Receipts and Expenditure on the

Kennet and Avon Canal, from its commencement to May ２９th,１８１３”（以下，

“Receipts and Expenditure”とする）と“Account of Income and Expenditure thereon,
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Receipts and Expenditure, on the Kennet and Avon Canal, from its commencement to May２９,１８１２
Dr.

£. s. d. £. s. d.
To Canal Adventure
Received from the first
Subscription ４０９，４９８ １

Ditto on Shares at６０l. Each １７７，３９０
Ditto on ２０l. Shares and
Optional Notes ２００，０００

Ditto on２４l. Ditto ９６，０００

Profit on forfeited Shares ５，３２６

Tonnage received ５０，１８３ １２ ９
Dividends received on Avon
River Shares ８，９７４ １０ ９

９４７，３７２ ４ ６
Due to Treasures for Cash
advanced and Bills drawn １７，１８３ １２ ８
Due to Contractors and
others １４，７５９ ７

３１，９４２ １３ ３

９７９，３１４ １７ ９

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By establishing Brick Yards,
making and purchase of
Bricks, Building Locks,
Aqueducts, &c. &c. ２８５，７４０ １１ ８

Earth Work ２７７，４７９ １ ３

Tunnel １６，２０１ ６

Fencing １３，１９１ １４ ６

Timber, Boats, Craft, &c. ２１，７８０ １２ ４

Rail Road at Devizes ７，７８４ ６ １０

Cost of Land ７０，９１９ ８ ８

Damages, including
purchase of Water from
Mills ２５，２３８ １９ １０

Engineers, Surveyors, Clerks,
Agents, Law Charges, Acts
of Parliament, &c. ７３，０９３ １ ４
Alterations, Additions and
Improvements on the
Eastern and Western Lines
in which are included
Repairs ４８，７４８ ６ ５
Mills purchased by the
Company ６，００１ １７
Mill at Claverton for
Pumping Water ６，２７９ ８ ６

Steam Engines and Feeder １２，９４４ １５ ７
Interest principally paid to
Proprietors ６８，１１６ １９ ９

９３３，５２０ ４ ２

Cost of Avon River Shares １５，６０９ １１ ７
Wharfs, Warehouses, &c.
not valued for sale ３，３４２ １ ６

Obtaining Towing Path Act ３，３５３ １９ ７
Tonnage due from Sundry
traders １，６１５ １９ １０

２２，３０５ １２ ８
Cash to the debit of
different Agents, being
Money advanced towards
Payment of different small
Contractors & Workmen ５９０ ２ ４
In Bradford Bank for
Tonnage ５００ ４ １０
To the debit of Worral &
Co. ４５

Old Defaults due ３４ ９ ４

Stock consisting of Land
and other Property
convertible ２０，７０３ ４ ７

２３，４８９ １１

９７９，３１４ １７ ９

（図表３）１８１２年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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Receipts and Expenditure, on the Kennet and Avon Canal, from its commencement to May２９,１８１３;
and Account of Income and Expenditure thereon, for one Year ending the２９th May,１８１３.

Dr.
£. s. d.

To Canal Adventure per Statement,２９th of May,
１８１２. ９４７，３７２ ４ ６

First and Second Instalments on New Subscription ４９，５００ ０ ０

Due to Ward, Brown, and Co. for Interest on Bills
discounted by them from time to time ６９４ １９ ４

９９７，５６７ ３ １０

Balance of Income for the present Year, １１，８４３ ０ ７

１，００９，４１０ ４ ５

£. s. d. £. s. d. £. s. d.
To Tonnage
received for
the present
Year ２０，５７１ ８ ２
Less,
Drawbacks
on Coal, &
c. ４４５ ９ ０ ２０，１２５ １９ ２
Income on
Bath River
Shares １，４４４ １０ ０
Rent ５０５ ３ ６ ２２，０７５ １２ ８

２２，０７５ １２ ８

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By Cost of Canal per Statements,
２９th May,１８１２ ９３３，５２０ ４ ２
Obtaining Towing Path Act, as
per last Statement ３，３５３ １９ ７
Wharfs, Warehouses, &c. ３，３４２ １ ６
Cost of Avon River Shares １５，６０９ １１ ７

２２，３０５ １２ ８
Paid towards Finishing, viz.
Tunnel ２４０ ６ ８
Fencing ４２０ ９ ０
Land ７０２ １２ ９
Damages １，３１２ １６ ２
Hungerford Mill ２０５ ０ ０
Claverton Mill ７８３ ８ ８
Interest １，９２６ ２ ８
Locks ２２６ １０ ８
Lock Houses ９７６ １０ １１

６，７９３ １７ ６
Paid on Account of making
Towing Path since the last Years
Statement ７５８ ９ １０
Ditto making Wharfs, &c. １０４ １６ ８

８６３ ６ ６
Tonnage due from Sundry
Traders ２，５６５ １ １１
Due for Tram Plates and
Materials Sold １，１０９ １１ １１

３，６７４ １３ １０
Cash to the debit of different
Agents, being Money advanced
to pay Contractors, &c. ７１５ １２ ０
To the debit of Worral & Co. ４５ ０ ０
Old Defaults ３４ ９ ４
Stock consisting of Land and
other Property convertible １４，７４３ ８ １１
Ewbank’s Mill １，７８６ １７ ０

１７，３２５ ７ ３
Paid on Account of River Kennet １２，５０３ １４ ７
Balance due from the Treasurers １２，４２３ ７ １１

１，００９，４１０ ４ ５

Repairs ４，３３５ ０ ３
Engineers, Surveyors, Agents,
Law Charges, Committee
Expences, &c. ２，５６４ １７ １
Lockkeeper’s Wages １，５８０ ５ １１
Steam Engine and Feeder １，１２４ １１ ６
Rent ６２７ １７ ４
Balance transferred to the Credit
of the above Account １１，８４３ ０ ７

２２，０７５ １２ ８

２２，０７５ １２ ８

（図表４）１８１３年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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for one Year ending the ２９th May,１８１３”（以下，“Account of Income and

Expenditure”とする）という二つの計算書によって構成される。

“Account of Income and Expenditure”は当期の利益を計算する報告書であり，

Kennet & Avon運河において初めて公表された損益計算書９）である。収支に基

づいて，借方には通行料収入等の収益が，貸方には修繕費等の費用が，それぞ

れ項目別に計上されている。収益と費用の差額として利益が計算され，利益の

金額は“Receipts and Expenditure”に振り替えられている。

一方，“Receipts and Expenditure”は，設立当初からの収支全額をあらわす報

告書となっている。借方の冒頭には前年の報告書で示された１８１２年の期末ま

での収入額が示されている。これに当期の資金調達額および借入金の金額が加

算されいったん小計が計算されている。さらに“Account of Income and

Expenditure”から振り替えられた利益の金額が加えられ合計額が示されてい

る。貸方の冒頭にも同様に前期末までの支出額が示されている。これに当期の

資本的支出等が加えられ，合計金額が計算されている。

１８１３年の報告書の特徴は，当期の利益計算を行っていることにある。すな

わち，運賃収入をそれ以外の収入と区別し，営業上の費用となる支出をそれ以

外の支出と区別し，独立した計算書で利益の金額を計算している。計算された

利益は，“Receipts and Expenditure”の借方に振り替えられている。運河開通後

も資本的支出は続けられており，“Receipts and Expenditure”の貸方には，資金

の運用として運河の建設に関わる項目が列挙されている。１８１３年には配当金

は支払われておらず，当期の利益として稼得した金額は資本的支出に振り向け

られていたことが理解される。

図表５に示したように，１８１４年の報告書は，“General Statement of the

Affairs of the Kennet and Avon Canal Company, to ２９th May,１８１４”（以下，

“General Statement”とする）と“Account of the Receipts and Expenditure of the

Kennet and Avon Canal Company, for the Year ending２９th May,１８１４”（以下，

“Account of the Receipts and Expenditure”とする）の二種類の計算書によって
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General Statement of the Affairs of the Kennet and Avon Canal Company to the２９th May,１８１４.
Dr.

£. s. d. £. s. d. £. s. d.
To Cash received
on２９８４Shares, at １３７ ４ ７１/２ ４０９，４９８ １ ０

Ditto２９５６１/２ ６０ ０ ０ １７７，３９０ ０ ０

Ditto９８３５at２０l １９６，７００ ０ ０

Ditto on ９９
Optional Notes, at
３３l.６s.８d. ３，３００ ０ ０ ２００，０００ ０ ０

Ditto ４０００ Shares
at ２４ ０ ０ ９６，０００ ０ ０ ８８２，８８８ １ ０

The １, ２, ３, & ４ Instalments, on ５，５００
Shares New Subscription ９３，５００ ０ ０

Profit on５１６Forfeited Shares ５，２３６ ０ ０

Total of Tonnage received ８９，９５７ ６ ２

Ditto Rents ３，２５５１０ ０

Ward and Merriman, due to them ６５８ ８ ９

River Kennet, Tonnage, Wharfage, &c. ３，５３２１４ ５

Less Expences ２，０３０ ８ ８ ６，５０２ ５ ９

Avon River Shares, Dividends received １１，７９１ １ ３

１，０９３，８７９ ０１１

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By establishing Brick Yards, making and
purchase of Bricks, Building Locks,
Bridges Aqueducts, &c. ２８８，５８８ ８ ２

Earth Work ２７７，６２４ ７ ４

Tunnel at the Summit Level １６，５１３ ７ ２

Fencing １３，９３６ ５ ７

Purchase of Timber, Building Boats, Craft,
&c. ２２，０７３ ０ ７

Making Rail Road at Devizes ７，７８４ ６１０

Damages, including purchase of Water
from Mills ３０，５５８１１ ７

Purchase of Land ７３，９４４１８１０

Engineers, Surveyors, Clerks, Agents, Law
Charges, Committee and Commissioners
Expences, Rents of Offices, Printing,
Stationary, and Incidentals ６７，５８６ ６ ８

Procuring Acts of Parliament １０，８５９ ３１０

Alterations, Additions and Improvements
including Repairs ５７，３９０ ０ １

Mills purchased by the Company ６，２０６１７ ０

Mill at Claverton for Raising Water ７，４５３１９ ３

Steam Engines and Feeder, at Croston １５，１６９ ７ ３

Wharfs, Waterhouses, &c. ３，６１２ １ ２

Opposition to North Wilts Canal Act ６０８１８１０

Survey for a projected Rail Road in
Gloucestersbire ２４０ ２１１

Expences of Ice Breaking ４０２ ７ ９

Avon River Navigation, Costs of１７Shares １５，６０９１１ ７ ９１６，１６２ １ ７

Interest paid to Proprietors on first
Subscription ５１，９８１ ７ １

Ditto to Bankers, snd Sundry Persons dor
Advances １８，４９０ ９ ３

Ditto to Frederick Page, Esq. On Account
Kennet River Purchase ５，８３４ ０ ９ ２４，３２４１０ ０

Fifty Optional Notes paid off １，６６６１３ ４

Total of Rents paid ２，７５８ ４ ４

Avon River Towing Path Act ３，３５３１９ ７

For making the Towing Path, on Account １，６３１１２ ４ ４，９８５１１１１

River Kennet, Blakes Lock, and Wharf,
and Materials, on each, as valued １０５，８５４１５１１

Due to Fredrick Page, Esq. Thereon ５０，２７７ １ ６

Paid on Account of the Kennet Purchase ５５，５１７１４ ５

Stock, consisting of Land and Materials １１，４４４ ２ １

Tram Plates Sold and not received for ７１６１５ ９

Cash in the hands of the Treasurers １８，０７４１８ ５

Ditto in the Hands of Agents １，２３６ １１０

Tonnage due from sundry Traders on the
Canal ３，２０３ ７ ７

Ditto on the River Kennet １，７１１ ２ ９

Default on two Old Shares ３４ ９ ４ ３６，４２２１８ ３

１，０９３，８７９ ０１１

（図表５）１８１４年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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構成される。

前者の“General Statement”は，１８１２年に公表された“Receipts and Expenditure”

に類似する計算書であり，過去のすべての収入および支出が示されている。借

方には，出資者からの資金調達額，通行料収入，配当金の受取額等の過去のす

べての収入が，項目ごとに総額で示されている。貸方には，運河の建築に要し

た支出や利息の支払い等，過去のすべての支出が掲載されている。

後者の“Account of the Receipts and Expenditure”は，収支に基づく損益計算

書である。借方に収益が，貸方に費用がそれぞれ示されて，差額として利益が

計算されている。ただし，１８１３年の報告書のように利益の金額が振り替えら

れてはいない。これは，“General Statement”に，当該年度も含めたすべての収

入および支出が示されていることによる。

１８１４年の会計報告は，収支に基づいて利益計算を行う計算書（“Account of

the Receipts and Expenditure”）とすべての収入支出をあらわす計算書（“General

Dr.
£. s. d.

To Tonnage１８１３ £. s. d.
£. s. d. brought up１２，２１８１０ ２

June, ２，０１７ ６ ５ December, ２，３９２１０ ７

July, ２，０８６ ８ ８ Jan.１８１４, ４７９ ４１１

August, １，８３５１０ ７ February, ６００１０ ８

September, ２，１０２ ３ ５ March, ３，０５９１１ ０

October, １，８３５ ０ ８ April, ２，５５５１５１１

November, ２，３１２ ０ ５ May, ２，１５６ ３ １

carried up １２，２１８１０ ２ ２３，７０２ ６ ４

Less Drawbacks allowed ７０９ ８１０ ２２，９９２１７ ６
Dividends received from １７ Shares,
River Avon １，３７２ ０ ６

Balance of Rents received ４９７１３ ８
Received for Tonnage, Whafage, and
Sundries, on the River Kennet ８，５３２１４ ５
Interest paid F. Page,
Esq. ３２９３l.５s.
Salaries, Repairs, &
Taxes ２０３０l. ８s.８d. ５，３２３１３ ８ ３，２０９ ０ ９

２８，０７１１２ ５

Account of the Receipts and Expenditure of the Kennet and Avon Canal Company,
for the Year ending２９th May,１８１４.

Cr.
£. s. d.

By repairing the Lining of the Canal, Locks
Aqueducts, Bridges Culverts, and Fences ４，５２２ １４ １０

Wages of Clerks and Lock-keepers １，７６４ １７ ４

Agents Salaries １，３５０ ０ ０

House Rent, Taxes, Travelling Expences and Expences
of General and Sub-Committees １，４５１ １７ ０

Working Steam Engines on the Summit Level １，１００ ０ ２

Repairs to Claverton Mill ３９１ ２ １

１０，５８０ １１ ５

By Balance １７，４９１ １ ０

２８，０７１ １２ ５

１２８ 松山大学論集 第２１巻 第２号



Statement”）とを公表している点で，１８１２年および１８１３年の会計報告と類似

しているが，以下の二点で異なっている。一つ目は，“General Statement of the

Affairs”において，前年末までの合計に当期の収支を加えるのではなく，過去の

すべての収支を項目ごとに示している点である。二つ目は，当期の利益を，

“Account of the Receipts and Expenditure”から“General Statement”に振り替え

るのではなく，当期の利益獲得活動による収支もすべて“General Statement”

に含めている点である。

１８１５年と１８１６年の両年は，“Receipts and Expenditure on the Kennet and

Avon Canal Company”（以下，“Receipts and Expenditure”とする）と“General

Statement of their Affairs”（以下，“General Statement”とする）という計算書が

公表されている。図表６に，１８１６年の計算書を示した。

“Receipts and Expenditure”は，１８１３年および１８１４年の計算書と同様に収支

に基づいて利益計算を行う損益計算書である。報告書は借方と貸方に分かれて

おり，借方には収益が，貸方には費用が示され，その差額として利益が計算さ

れている。

“General Statement”には，全期間の資産・負債・資本・収益・費用が示され

ている。借方には，株主からの受取額等の資本の金額，運河の通行料収入や配

当金の受取額等の収益の金額がそれぞれ示され，最後に，短期的な負債が計上

されている。貸方の冒頭には，運河建設に関わる資本的支出が示されている。

株式の取得に要した金額，運河に使用する土地の購入額等が，Kennet & Avon

運河と Kennet川の二つのセクションに分かれて示されている。次に，費用の

諸項目が示され，最後に，短期的な資産が計上されている。

１８１４年の“General Statement”では，設立時からのすべての収入額および支

出額が，項目別に示されていた。１８１５年および１８１６年の計算書では，借方の

収入については，１８１４年の計算書と同様に，項目別のすべての収入額が示さ

れている。貸方では，資本的支出に関しては，前年の“General Statement”か

ら繰り越された金額に当期の支出を加えている。収益的支出に関しては，１８１４

資金計算書の淵源 １２９



Receipts and Expenditure of the Kennet and Avon Canal Company,
and General Statement of their Affairs to the２９th May,１８１５.

Dr.
£. s. d. £. s. d. £. s. d.

To Cash received for Shares, viz.
on ２９８４ at １３７l.
４s.７１/２d. ４０９，４９８ １ ０
２９５６ １/２ ６０ ０ ０ １７７，３９０ ０ ０
９８３５ ２０ ０ ０ １９６，７００ ０ ０
４９ in exchange
for４９opt. Nts.３３l.
６s.８d １，６３３ ６ ８

４０００ at ２４ ９６，０００ ０ ０
５５００ at ２４ of
which ２１l. per
Share have been
already called for,
amounting to １１５，５００ ０ ０
２５３２４１/２Total Shares ９９６，７２１ ７ ８
Profit on ５１６ Shares forfeited from
Nonpayment of the Instalments ５，２３６ ０ ０
Total of Tonnage on the Kennet &
Avon Canal １１３，０４０ ０ ０
Ditto on the River Kennet １６，７３７ ４ １
Ditto Dividends on １７ River Avon
Shares １３，６０９１１ ３
Ditto of Rents of Land to２９th May,
１８１５ ３，６６０１２１０
Fines and Penalties ２０１４ １
Interest to the ２９th Sept １８１４, on
５，７４５l.８s.１０d. Advanced to that time
to River Avon Proprietors for making
a Horse Towing Path ３９０１２ ９

１，１４９，５０６ ２ ８

１，１４９，５０６ ２ ８

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By Cost of Canal,１７River Avon Shares and
sundry Charges brought forward as per last
Year’s Account ９１６，１６２ １ ７
Less for Land sold, part of the Land charged
in the Sum of ７３，９４４l. １８s. In last Year’s
Account ２，５０３ ９ ２

９１３，６５８１２ ５
Interest paid to Proprietors on first
Subscription ５１，９８１ ７ １
Ditto to Bankers and sundry Persons for
Advances １８，６１６ ０ ４
Land purchased for the use of the canal ６２ ５ ０
Compensation for Damages in forming the
Canal ４２４１９ ０
Building Wharfs, Warehouses, & c. at
Hilperton, and other Places １８２ ９ ５
Ditto Lock-houses on sundry parts of the Line ６７６ ７ ０
Finishing sundry parts of the Towing Path and
Fences, making and putting in additional
Gates, &c. ４０２１５１０
Superintending and Travelling Expences ７４９１６ ６
Claverton Mill, (an Iron Crane, &c.) ８６１６１０ ９８６，８４１ ９ ３
River Kennet, Blakes
Lock & Wharf, and
Materials on each, as
valued １０５，８５４l.１５s.１１d
Due to F. Page, Esq.
Thereon ４７，５６８ ８ ７ ５８，２８６ ７ ４
Interest to F. Page, Esq.２２nd May,１８１５ ７，７０１１１ ５
Improvements by deeping in the River Kennet
and Locks thereon ６，９４４１７ ７ ７２，９３２１６ ４
On Account of the Purchase made of the
Proprietors of the Bath and Bristol Canal,
being their interest in ６ Avon Shares, the
Angel Inn near Bath Bridge, Land and Debts １５，０００ ０ ０
Total of Rents of Land to２９th May,１８１５ ３，１５２１８ ９
Salaries, Repairs & Taxes on the River Kennet ４，６４２１９１０
A Dividend of 15s. Per Share on ２５,３０３
Shares １８，９７７ ５ ０
Repairing the lining of the Canal, Locks,
Aqueducts, Bridges, Culverts & Fences ４，９６５１０１０
Salaries of Clerks, Agents & Lock-keepers ３，１９５１５ ３
House Rent, Taxes, Travelling Expences and
Expences of General and Sub-Committees １，１３８１２ ５
Working Steam Engines on the Summit Level １，１１６ ２ ２ ３７，１８９ ４ ３
River Avon Towing Path Act ３，３５３１９ ７
Making the Towing Path, on Account ２，９６８１６ ８ ６，３２２１６ ３
Tram Plates, Land and Barge, sold and not
received for ２，０６０ ９１１
Tonnage due on the Kennet and Avon Canal ４，１１４ ５ ３
Ditto River Kennet ２，２０６ ０ ２
Ditto on two Original Shares lately claimed ３４ ９ ４
Stock consisting of Land and Materials １１，３８４１１ ６
Cash in the hands of the Accountant １４２ ７ ２
Ditto of the Treasurers １１，２７７１３ ３ ３１，２１９１６ ７

１，１４９，５０６ ２ ８

（図表６）１８１５年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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年の計算書と同様に，すべての支出額を項目別に表示している。

Kennet and Avon運河においては，運河の開通に伴い，１８１３年の会計報告よ

り，損益計算書が公表されることになった。本節で検討した１８１２年から１８１６

年にかけては，様々な形式の会計報告が行われており，損益計算書を含む会計

報告の体系を構築するために試行錯誤していたものと考えられる。損益計算書

自体は，ほぼ変わらずに収支に基づく計算書が示されていたものの，全期間の

収支をあらわす計算書は，年によって異なる形式の報告が行われてきた。

Kennet and Avon運河による会計報告は，１８１７年以降，統一した形式によっ

て，行われることになる。１８１７年以降の会計報告の特徴として，後の複会計

制度へと�がる“General Account”が公表されていることが挙げられる。次節

では，“General Account”の分析を中心に，１８１７年の会計報告について検討す

る。

Account of the Receipts and Expenditure of the Kennet and Avon Canal Company,
for the Year ending２９th May,１８１５.

Dr.
£. s. d. £. s. d. £. s. d.

To Tonnage on the Kennet and Avon Canal, viz

£. s. d. £. s. d.
１８１４ Dec, ２，３２０ ４ ４

June, １，４６８ ２ ７ １８１５

July, １，８２２１７ ４ Jan, １，９９８ ８ ４

Aug, ２，１５９ ６ ５ Feb, ２，３５７ ０ ６

Sept, ２，２４２１１１０ Mar, ２，１３８ ２

Oct, １，６２０１０ ４ Apr, ２，１４２ ４ ５

Nov, ２，４０６１９ ４ May, １，６９９ ５ ０ ２４，３７５１３ ０

Less Drawbacks allowed １，２９２１９ ２ ２３，０８２１３１０
Tonnage, Wharfage, and Sundries, on the River
Kennet ８，２０４ ９ ８

Less Salaries, Repair, and Taxes ２，６１２１１ ２ ５，５９１１８ ６
Two half Year’s Dividends on１７ River Avon
Shares １，８１８１０ ０

Rent of Land ４０４１４１０
Interest on Advances for the River Avon Towing
Path ３９０１２ ９

Fines and Penalties ２０１４ １

３１，３０９ ４ ０

Cr.
£. s. d.

By repairing the Lining of the Canal, Locks
Aqueducts, Bridges Culverts, and Fences ４，９６５ １０ １０

Salaries of Clerks, Agents & Lock-keepers ３，１９５ １５ ３

House Rent, Taxes, Travelling Expences and
Expences of General and Sub-Committees １，１３８ １２ ５

Working Steam Engines on the Summit Level １，１１６ ２ ２

Rent of Land ３９４ １４ ５

By Balance ２０，４９８ ８ １１

９８６，８４１ ９ ３

３１，３０９ ４ ０
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４．資金計算書の淵源

図表７に示したように，１８１７年の会計報告は，“Account of the Receipts and

Expenditure of the Kennet and Avon Canal Company”（以下，“Account of the

Receipts and Expenditure”とする）と“General Account of the Kennet and Avon

Canal Company”（以下，“General Account”とする）の二つの計算書によって

構成される。

“Account of the Receipts and Expenditure”は収支に基づく損益計算書である。

１８１３年以降毎年公表されている計算書と同様に，当期の営業活動に関わる収

入と支出が示され，差額として利益が計算されている。

“General Account”における借方の最初の項目は，“The Amount of Stock and

Debts last Year”である。前節で説明したとおり，１８１６年の“General Statement”

では，借方に収入総額，貸方に支出総額が示されている。借方に示される収入

総額には，資本の調達額や営業上の収入額のほか，短期的な負債の金額が含ま

れている。貸方の支出総額には，固定資産への投資額，営業上の支出額のほ

か，期末に現金や在庫品等短期的な資産として保有している金額が含まれてい

る。“The Amount of Stock and Debts last Year”は，１８１６年の“General

Statement”の短期的な資産の金額から短期的な負債の金額を差し引いたもので

ある。計算書では，次に，当期における資本の調達額と，“Account of the

Receipts and Expenditure”から振り替えられる利益の金額が示されて，合計金

額が計算されている。“General Account”の貸方には，営業活動以外の支出額

が示されている。最後に短期的な資産と負債が示され，それらの純額が，翌年

の“General Account”の借方に振り替えられることになる。

１８１７年の会計報告においては，１８１６年まで開示されてきた全期間の収支を

あらわす計算書は公表されていない。それに代わって，開示されたのが

“General Account”である。“General Account”の特徴として，短期的な資産

から短期的な負債を差し引いた，いわゆる運転資本の概念が用いられているこ

１３２ 松山大学論集 第２１巻 第２号



Account of the Receipts and Expenditure of the Kennet and Avon Canal Company,
for the Year ending２９th May,１８１７.

Dr.
£. s. d. £. s. d. £. s. d.

To Tonnage on the Kennet and Avon Canal, viz
£. s. d. £. s. d.

１８１６ Dec, ２，３０１１７ ４

June, １，５８１ ６ １ １８１７

July, １，４５７ ９ ４ Jan, １，８１５ ３ ９

Aug, １，８９６１２ ８ Feb, １，６８０ ９ ５

Sept, １，８５１ ７ ９ Mar, ２，０２０１４ ６

Oct, １，９９９ ７ ２ Apr, １，６８７ ３１０

Nov, ２，０１６ ９１１ May, ２，１３０ １１０ ２２，４３８ ３ ７

Less Drawbacks allowed １，４１１ ０ ３ ２１，０２７ ３ ４
Tonnage, Wharfage, and Sundries, on the River
Kennet ６，１１３ ７ ０

Less Salaries, Repair, and Taxes ２，６１２１１ ２ ３，６２２１１ ５
Two half Year’s Dividends on１７ River Avon
Shares ９５１１０ ０

Ditto on ６ Ditto ３３６ ０ ０

One Year’s Rent of Land ７５４ ５１０
Interest on Advances for the River Avon
Towing Path ３３０ ０ ９

Fines and Penalties ６９１９ １

２７，０９１１０ ５

Dr.
£. s. d.

The Amount of Stock and Debts last year ２１，２８１ ９ １１

Received from the Eastern Extension Subscription ３７２ ４ ７

The Balance of this Year as above １４，２８５ １５ ７

３５，９３９ １０ １

General Account of the Kennet and Avon Canal Company, Continued to the２９th May,１８１７.

Cr.
£. s. d.

By repairing the Lining of the Canal, Locks
Aqueducts, Bridges Culverts, and Fences ４，２９３ １２ ９

Salaries of Clerks, Agents & Lock-keepers ３，０３３ ３ ８

House Rent, Taxes, Travelling Expences and
Expences of General and Sub-Committees １，２０２ １５ １

Working Steam Engines on the Summit Level １，２０５ ７ １１

One Year’s Rent of Land ３９４ １４ ５

One Year’s Rent Charge to F.Page, Esq. to６th April,
on３０，０００l. left on Mort-gage １，５００ ０ ０

Interest to Ditto on a further Sum, of which７，５００l. is
still unpaid ４６８ １５ ０

Bad Debts for Tonnage about ５００ ０ ０

By Balance １４，２８５ １５ ７

２７，０９１ １０ ５

Cr.
£. s. d. £. s. d.

By Frederick Page, Esq. on
account ２，５００ ０ ０

Expended on Works for
Improvements and to settle old
Accounts ３，１２８ ８ ９

The River Avon Towing Path ２２２ １３ ３

Stock in Hand １２，２１２ １２ ８

Tonnage due on the Kennet &
Avon Canal ５，１３６ １５ ２

on River Kennet ２，２４６ １８ ４ ７，３８３ １３ ６

Cash in Treasurer’s Hands １０，５９９ １２ ７

Ditto Accomptants Hands １０５ １５ ６

１０，７０３ ８ １

Due to Ward and Merriman ２１１ ６ ２ １０，４９２ １ １１

３５，９３９ １０ １

（図表７）１８１７年に公表されたKennet and Avon 運河の計算書
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とが挙げられる。借方全体は，前期から繰り越された運転資本の金額に，当期

の資金調達額および利益額が加えられているので，全体として資金の源泉をあ

らわしている。貸方は，それらの資金が何に用いられたかという資金の使途が

示された上で，期末の運転資本の金額が示されている。“General Account”は

運転資本資金を資金概念とする資金計算書の特徴を有しているということがで

きる。

５．結 語

本稿では，運河開通当初における Kennet & Avon運河の会計報告書につい

て検討した。運河の開通を受けて１８１２年の報告書では，設立当初からのすべ

ての資金の調達および運用が示されている。１８１３年の報告書では，初めて利

益計算が行われている。１８１２年以前の計算書では，運賃収入等の収益は資金

の源泉の一項目として，修繕費等の費用は資金の運用の一項目として資本勘定

で示されていた。１８１３年の報告書はこれらを“Account of Income and

Expenditure”という個別の報告書に収容し，計算された利益を全期間の収支を

あらわす“Receipts and Expenditure”に振り替えている。振り替えられた利益

は，運河開通後も行われた資本的支出の原資となっている。

１８１３年以降，このように損益計算書と全期間の収支をあらわす計算書の二

つの計算書による会計報告が定着した。損益計算書は，一貫して，収支に基づ

いて当期の収益と費用を対応表示する計算書が公表されたが，全期間の収支を

あらわす計算書は様々な形式のものが公表された。

Kennet & Avon運河は１８１７年より新たな形式の報告書を公表し，これが定

着することになる。１８１７年以降の報告書は，“Account of the Receipts and

Expenditure”と“General Account”からなる。前者の計算書は，収支に基づい

て利益を計算する損益計算書である。後者の計算書は，運転資本の期首残高，

期中の増減額，期末残高を示すものであり，運転資本を資金概念とする資金計

算書の特徴を有している。本稿の冒頭で述べたとおり，Kennet & Avon運河の
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“General Account”が発展して，１９世紀の鉄道会社における特徴的な計算書

である“General Balance Sheet”になったと考えられており，“General Account”

は，後の複会計制度の基礎となったということができる。運河会社において萌

芽が見られた資金計算書が，鉄道会社の会計実務にどのように引き継がれて

いったかについては，今後の課題としたい。

本稿は，平成１９年度松山大学特別研究助成の成果である。
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注

１）鉄道会社の複会計制度は，１８６８年の The Regulation of Railways Act（鉄道規制法）によっ
て確立したと言われている。The Regulation of Railways Actについては，Edwards（１９８５），
染谷（１９８６），倉田（１９７８），新田（１９９５），溝上（２００２）等を参照のこと。

２）General Balance Sheetに対しては，「一般貸借対照表」という訳語が一般的であるが，他
にも「総括貸借対照表」「総括残高表」と訳すべきであるということも主張されている。

本稿では，この問題については踏み込まないので，原語のまま表記することにする。

３）London and Birmingham鉄道における会計報告については，澤登（２００２）を参照のこと。
４）Kennet and Avon運河の詳細については，Ward（１９７４），村田（１９９５），溝上（２００７）を
参照のこと。

５）このような事態に陥った理由として，物価の上昇による建設コストの高騰も要因の一つ

としてあげられるが，企画上の不正が致命的な問題であった。当時の運河建築の問題点に

ついては，Jackman（１９６６）を参照のこと。
６）１８０１年法によって３，０００株の新株発行が認められ，原初株主に割り当てられた。１８０５

年法では新株と転換社債によって合計２００，０００ポンドの追加資本が認められた。さらに

１８０９年法では４，０００株の新株発行が認められている。Kennet & Avon運河における資本調
達の詳細については，Ward（１９７４），中村（１９９１），村田（１９９４）を参照のこと。
７）この間の報告書の詳細については，村田（１９９４），溝上（２００７）を参照のこと。

８）１８０４年の報告書の詳細については，溝上（２００７）を参照のこと。

９）Kennet and Avon運河の損益計算書については，村田（１９９４）を参照のこと。
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